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大学史資料センターのしごと

１ 長野県における大学設置運動の歩み

信州大学が生まれるまで

２ 前身校の歴史

前身校はどのように信州大学の学部となったか

３ 信州大学創設の具体的過程

４ それぞれの時代に活躍した先人

５ 学生生活のようす など

→資料の収集整理保存、調査研究、公開・展示

本日の話し

→新発見資料を交えながら、３、４に関して、松本キャンパス
の誕生に焦点をあてて話したい。



信州大学創立70周年・旧制松本高等学校100周年記念事業

企画展「信州大学誕生」

記念事業で収集した資料

〇本部における信州大学創立関係資料の発見・保存(2017年）

〇各学部における創立関係資料の発見・保存(2017～2019年）

〇卒業生、旧教職員からの資料。特に創立責任者資料の寄贈

（竹内松次郎）

→企画展サブタイトル「残された文書が語る誕生の舞台裏」



創立期前後の資料＝大学部局資料

創立責任者 竹内松次郎

最古の資料：筑摩県師範学校の資料（教育学部）



このケヤキ並木のなかに、松本医学専門学校校長、松本医科大学学長を
つとめ、信州大学開学に際して設置事務局長を務め、さらに初代医学部
長となった竹内松次郎の銅像が建てられている。1981年建立。

竹内松次郎初代医学部長像



竹内（たけのうち）松次郎資料：

松本医学専門学校校長として赴任した1944年
3月から、福井大学長として松本を離れる1949
年8月まで、日々作成した文書の草稿、清書な
どの原稿類を年代順にファイルしたもの。竹内氏
の末娘柳下洋子さんの整理にかかる。（クリア
ファイルに整理 72冊 データ整理はこれから）

2018年、企画展「信州大学今昔」に来訪。資
料を寄贈していただく。



竹内松次郎資料の価値

→創立期の大学に関する方針、
キャンパス計画

→信州大学の設立過程



竹内松次郎（1884～1977）
松本医科大学長、信州大学創設事務責任者、信州大学医学部長
東京帝国大学医学部名誉教授

1884年 誕生（福井県丹生郡大虫村）
1907年 東京帝国大学医科大学入学
1912年 東京帝国大学医科大学助手
1917～20年 文部省外国留学生（血清学・免疫学） 米英独伊

仏に留学
1922年 東京帝国大学教授（医学部黴菌学教室初代教授）

1937年 欧米出張 ドイツ国ゲッチンゲン大学創立200周
年記念式典など参列。→「学都松本」



1944年 松本医学専門学校校長として松本に赴任
1945年 東京帝国大学定年退職

1946年 旧陸軍歩兵第五十連隊駐屯地を松本医専
キャンパスとして確保

→キャンパス植樹
「官舎之記」
「学都松本」

1948年 松本医科大学学長

信州大学実施準備委員会委員長
信州大学創立事務責任者→

1949年 信州大学初代医学部長

1949年 福井大学学長（～1954年）
1977年 死去(92歳)



あがたの森：松本高等学校

松本高等学校校舎・松本中学校校舎等：松本医学専門学校

旧陸軍第五十連隊兵営：松本医学専門学校
（1948年松本医科大学）

松本市立病院：松本医学専門学校附属医院
松本医科大学附属医院
信州大学医学部附属病院

大 学 開 学

（旧陸軍第五十連隊兵営）：医学部
附属病院

松本キャンパスへの統合

1919年

1944年

1949年

1950年代～1970年代

文理学部

人文学部・理学部

1946年

1953～60年

松本キャンパスの変遷

1973 1969

人文学部・理学部 1966

旭

信 州

1949年



１ 信州大学開学前史
－1944年～47年－



松本医学専門学校と 校長竹内松次郎の
キャンパス構想

1944年2月：松本医学専門学校設置

校長：東京帝国大学医学部名誉教授竹内松次郎。

校舎定まらず：松本高等学校→松本中学校

戦後・・・
1946年2月：竹内松次郎、物部長野県知事と会談

旧兵営・練兵場を松本医学専門学校の用に供する件

1946年4月：旧歩兵第五十連隊跡地に移転

「構内地域植樹の事」
1946年12月15日：校長官舎に移転

→1947年1月5日 漢詩「官舎之記」
1947年7月：随筆「学都松本」



2007（平成19）年のキャンパス。



旧練兵場

松本医学専門学校

旧陸軍病院

旧射撃場

附属医院

長野師範学校女子部

護国神社

忠霊殿（陸軍墓地）

松本中学校
１９４６年の松本
米軍航空写真
1948年11月

旧連隊兵営



庖
厨
所庖

厨
浴
室

雑
采
庫

魚
菜
庫

兵
舎

正
門

連
隊
本
部

縫
靴
工
場

営
内
練
兵
場

松本連隊区司令部

衛
戍
病
院

講
堂

酒
保

兵
器
庫

練
兵
場

乙
乾
燥
火
薬
庫

甲
乾
燥
火
薬
庫

大
中
隊
被
服
庫

弾
薬
填
替
所

顔
洗
所

厠

雑
米
庫

体
操
場

営
倉

衛
兵
所

下
士
官
集
会
所

医
務
室

『信州松本絵葉書集成』（窪田雅之編著 書肆秋櫻舎刊）明治41年
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『信州松本絵葉書集成』（窪田雅之編著 書肆 秋櫻舎刊）
五十連隊正門
（昭和初期）

歩
兵
第
五
十
連
隊



連隊正門 ⇒ 医専・大学正門

松
本
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松
本
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門
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校
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大
学
医
学
部
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大
学
本
部

昭和２４年



連隊正門の場所につくりかえられた正門 昭和３５年



大学構内 昭和35年



大学構内 昭和35年



医学部のけやき並木（旧メインストリート）



医学部のけやき並木（旧メインストリート）



このケヤキ並木のなかに、松本医学専門学校校長、松本医科大学学長を
つとめ、信州大学開学に際して設置事務局長を務め、さらに初代医学部
長となった竹内松次郎の銅像が建てられている。

竹内松次郎初代医学部長像



旧正門跡 石垣の色が白いところが正門のあった場所

メディカル展開センター等

医学部図書館
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竹内松次郎：

•昭和２１年１２月１５日、それまで寄宿してい
た横田の官舎から、引越し。

•昭和２２年正月５日、詠唱

•松田弘氏に対して漢詩を約束していた

松田弘氏：

•松本医専解剖学教室の職員として勤務。

•勤務中、週一回、英語を習うために官舎に通っ
た。

漢詩 「官舎之記」



実
習
室

薬
品
倉
庫

動
物
舎

解
剖
学
・
病
理
学

生
理
学
・
薬
理
学

法
医
学
・
生
化
学

細
菌
学
・
衛
生
学

北
総
合

南
総
合

図書館

寄
宿
舎

本部

正門

国
立
松
本
病
院

松
本
医
学
専
門
学
校
建
物
配
置
図
（
昭
和
21
年
）

校
長
宿
舎





中
信
地
方
の
連
山(

北
ア
ル
プ
ス
）は
、
盆
地
で

あ
る
松
本
平
を
囲
ん
で
い
る
。

松
本
の
北
の
端
、
旧
兵
営
の
跡
は
、
戦
後
に
校

庭
と
な
り
、
文
教
が
講
武
に
代
わ
った
。

そ
こ
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
桜
の
木
を
知
って
い
る

か
。

春
の
川
、
遠
く
に
雪
を
い
だ
く
山
が
見
え
る
。

構
内
は
５
万
坪
、
校
舎
は
１
万
坪
。

そ
の
北
の
隅
に
小
さ
な
家
が
あ
り
、
改
造
し
て

官
舎
と
し
た
。

去
年
の
１
２
月
半
ば
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５
日
）、
御
母
家
（お

も
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り
移
った
。

部
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の
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の
片
付
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え
て
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な

い
が
、
ゆ
った
り
と
、
新
年
を
迎
え
た
。

漢
詩
の
原
稿
は
ま
だ
で
き
て
い
な
か
った
が
、
松
田
君

が
尋
ね
て
き
た

丁
亥
（昭
和
22
年
）
1
月
5
日
朝

十
松



松本の北の端、

旧兵営の跡は、戦後に校庭となり、文
教が講武に代わった。

→武から文への転換を体感。それを率
直に表現。



竹内松次郎 随筆 「学都松本」
1947年7月14日

1937年、ドイツ「月沈原ゲオルヒ・アウグスタス大学」創立
200年記念祭に、東京帝国大学の代表として参加。
記念品として配布された「月沈原の学徒」(1813年刊）には、
大学都市としての「月沈原大学」の様子、都市周囲の景
観などが記されていて、竹内氏がこれから経営しようとする
松本医専、さらには医科大学、信州大学の手本となると
実感。そこから、大学を中心とする「学都松本」を目指そう
と文章をしたためた。



ドイツの大学都市＝学都への憧憬

→松本にその実現を展望する



学
都
松
本
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略
）

こ
の
部
分
に
、
１
９
３
７
年
の
ド
イ
ツ
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ッ
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ン
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1
、
明
治
の
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隆
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り
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信
州
人
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州
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９
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竹内松次郎の「松本」観

〇メインストリートとケヤキ並木

〇旧陸軍歩兵第五十連隊の兵営、練兵場跡地

→大学キャンパスをつくろう

→講武から文教へ

〇「学都松本」という認識

「医専」「医大」「信州大学」を核とした学園都市
松本へ



２ 開学へ
－１９４８年４月～１９５０年１０月３０日－

（竹内松次郎の開学準備に関する資料）



・１９４５年8月 敗戦（終戦）

・1946年3月 アメリカ教育使節団報告書

・１９４７年3月 「学校教育法」施行（昭和23年4月1日適用）

第一条：この法律で、学校とは、小学校、中学校、高等学校、

大学、盲学校、聾学校、養護学校及び幼稚園とする。

1947年度に小中学校、

1948年度に高等学校、

１９49年度から大学、を発足とした。

国の動き



・１９４８年６月 新制国立大学設置の１１条件
（ＧＨＱ・ＣＩＥ、文部省）

民間情報教育局 (Civil Information and Education Section)

→・1府県1大学

・都道府県には必ず教養及び教職に関する学部又は部

・大学の名称は府県名を原則



1947年1月 信濃教育会、信州大学設立委員会を設置。

1946年末～1948年春 単科大学への模索

長野師範学校 →（長野）学芸大学

長野青年師範学校 →（長野）実業教育大学

長野県立農林専門学校 →長野県立農科大学

上田繊維専門学校 →上田繊維大学

松本高等学校 →松本文理科大学

長野県の中での動き



総合大学へ
・１９４８年4月2日～3日 長野県高専校長会議

（於：長野青年師範学校）

この場で「信州大学」の名称すでに使用される

4月３日「信州大学設立仮事務局」

（松本医科大学本部に設置）

→「国立信州綜合大学」の設立具体案作成

→上田繊維専門学校は単科大学目指す

４月13日 長野県高専校長会議

「信州大学設置委員会」設置を決定

4月14日 第1回信州大学設置委員会



4月28日 信州大学設立期成同盟会（会長林虎男県知事）

信州大学設置事務局（松本医科大学）

5月18日 国立信州大学実施準備委員会

（委員長：松本医科大学長 竹内松次郎）

7月3日 国立信州大学実施準備委員会議事要項

「信州大学設置要綱」：名称を「信州大学」

→7月30日 設置申請書を文部省に提出



→大学設置委員会における審査

→1949年5月31日 国立大学設置法公布・施行

同日付 文部省学校教育局長通知（設置答申）

信州大学に通知文到着(6月20日）



長野県高専校長会議 議事録(竹内松次郎）

1948年4月2日、3日



昭和23年 竹内松次郎手記

信
州
大
学

信
濃
大
学

シ
ナ
ノ
大
学



前身校と学部

〇松本高等学校1919年 →1949年文理学部

〇松本医科大学1948年

松本医学専門学校1944年 →1949年医学部

〇長野師範学校1943年

長野青年師範学校1944年 →1949年教育学部

〇長野工業専門学校1944年 →1949年工学部

〇長野県立農林専門学校1945年 →1949年農学部

〇上田繊維専門学校1944年 →1949年繊維学部



1949年6月1日 信州大学発足(開学記念日）

1950年10月30日 開学式、祝賀会開催



開
学
式

信
州
大
学
概
覧



軍都から学都へ

－その象徴としての松本キャンパス－



松本キャンパス

県キャンパス
旧制松高、文理、人文・理

旭キャンパス
松本医専、医大、医学部

松本キャンパス(現在）

1966～1973年



旧練兵場

信州大学設置事務局
松本医科大学･松本医学専門学校

国立松本病院

旧射撃場
附属医院

長野師範学校女子部

護国神社

忠霊殿（陸軍墓地）

松本深志高等学校
(旧松本中学校）

１９４８年の松本
米軍航空写真
1948年11月



五十連隊兵営空中写真（大正末年）
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旧歩兵第五十連隊敷地・建物の教室等への活用

（１）木造兵舎→研究室、教室

（２）煉瓦造建物―赤レンガ倉庫（複数棟あった煉瓦建物）
「松本歩兵第五十連隊之図」：
庖厨浴室、庖厨所、雑菜庫、雑米庫、魚菜庫

庖厨浴室、庖厨所⇒医学部病理学教室

（３）大学のキャンパスとしての整備計画



1963年の旭キャンパス



１９７５年



2007（平成19）年のキャンパス。



旧庖厨浴室
（医学部標本室）

写真は昭和40年前後と思わ
れる。

平成6年（1994）解体



旧松本歩兵五十連隊糧秣庫

＊登録有形文化財

医学部資料室
旧松本歩兵五十連隊糧秣庫

規模：５間×２０間＝１００坪



一、

日本アルプス筑摩連峰

繋ぐ平野の松本市こそ

山色水光世に麗しく

宜なり観光都市の名高き

東は浅間、山辺のあたり

玉吹く温泉所在に尽きず。

二、

五層閣上見渡す限

四郊は沃野、交通至便

所々の煙突中空高く

宜なり商工都市の名負へ
る

出で入る貨物は車に満ち
て

力は市民の歩みに著し。

三、

伸びよ松本、栄えよ吾が市

宜しく学都と呼ぶべき此処に

国を鎮めの兵営並び

国を護りの社殿は聳ゆ

おう、松本足らへる都市の

行く手に輝け映ある光。

松本市歌 １９４０年制定

高野辰之作詞 信時潔作曲



「軍都松本」と「学都松本」

1908年 陸軍歩兵第五十連隊移駐 → 軍都

1919年 松本高等学校開学 → 学都

1940年 「松本市歌」制定 3番：「学都」

鎮めの兵営・護りの社殿・・・軍都

1945年 敗戦→「軍都松本」の消滅

1947年 「官舎之記」

兵営之跡 → 校庭

講武 → 文教

随筆「学都松本」（竹内松次郎）

第１期

第２期



2007年 松本市制施行100周年：「学都松本」

2011年 松本駅前 ３ガク都のモニュメント

学都・岳都・楽都

第３期



松本キャンパスは、戦前の旧歩兵第五十連隊の跡地に立
地している。

昭和19年に開学した松本医学専門学校は、当初定まった
キャンパスが無く、松本高校、松本中学の校舎を借りてス
タートした。

校長であった竹内松次郎は、1946年2月GHQ、長野県当
局と交渉し、この地を松本医学専門学校のキャンパスとして
確保した。（1946年4月）

この地は、松本医学専門学校の後、松本医科大学のキャ
ンパスとなり、さらに信州大学松本キャンパスになった。



連隊跡地を松本医専のキャンパスに改造するにあたって、竹内
松次郎は、旧兵舎と構内練兵場の境界をメインストリートとして
整備し、欅の苗を植えた。

また、横田にあった当初の校長官舎を引き払い、キャンパス内
北東隅の建物を改造して官舎とした。

それを題に詠った「官舎之記」は、キャンパスについて、

武から文への転換を象徴するものとしている。

竹内松次郎は、1947年の段階で、軍都から学都への転換を
強く意識し、随筆「学都松本」を記した。

戦前の軍都松本の象徴である連隊跡地は、戦後学都松本の
拠点となった。



松本キャンパスは、松本市が軍都から学都へと転換し
たことを示す象徴的な場所である。

このキャンパスに学ぶ私たちは、この場所が、軍都から
学都への転換を示す場所であることを自覚して勉学、
研究に努めたい。


